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「イノベーションマインド」

イノベーションには自由が必要だと言われます。新し

い発想や活動を阻害する環境では、変化や革新をもたら

す活動は困難との趣旨です。組織に所属していると、決

まった手続き、従来の方法、予算の上限、人間関係など

様々な制約があるので、そのような環境ではイノベーシ

ョンなど土台無理とあきらめる気持ちになりがちです。

しかし、自分で見えない壁を高くしている恐れもあり

ます。「周りや慣習のせいで新たな取組ができない」と

思い込み、自らの考えや行動を制限している場合です。

まずは、思い込みを一旦解除して、自由なマインドを持

つ試みから始めることが第一歩かも知れません。

スタートアップを率いる人たちは、自由な発想を拠り所にして試行錯誤しながら事業

を進めています。その際、多くの壁や困難に直面していますが、活動を通じて様々なイ

ノベーションが生まれています。

今回は、そのようなスタートアップを支援するJICAの取組を紹介しています。支援す

る側としても、自らの考えや行動の「自由領域」を拡げ、様々な取組を実践していく試

みが肝要と考えます。



中南米部 「TSUBASA」

「TSUBASA」は、日本のスタートアップの中南米・カリブ地域への

進出を支援する取組です。同地域の社会課題に向き合い、新しい技術や斬

新なビジネス手法でその解決を目指す企業を応援しています。

具体的には、JICAが雇用するコンサルタントにより、約6か月間の支援

プログラムを通じ、ビジネスプランの作成や現地パートナー候補探しなど

の支援を行っています。また、支援プログラム終了後には、資金支援の可

能性もあります。2021年の開始後、これまでに応募企業の中から選定さ

れた27社を対象に支援を行ってきました。中には衛星データとAIを活用し

た農家の生計向上や貧困層を中心に遠隔教育サービスを提供する企業が含

まれます。

赤嶺 剣悟

中南米部 南米課

「TSUBASA」の利点として、米州開発銀行（IDB）グループの協力が挙げられます。選定された企業は、IDBの

イノベーションラボから対象国でのパートナー企業探しを含むサービスが受けられます。各国と幅広い人的ネット

ワークを有するIDBのサポートにより、事業の具体化が円滑に進んでいます。

2025年はBtoB/BtoCのビジネスを想定する「Businessコース」及びBtoGのビジネスを想定する「Government

コース」を設け、支援を拡充します。後者はJICAが対象国で実施している事業との協力を念頭に、支援プログラム

終了後の資金支援を含めたサポートを行うものです。

質問等：中南米部TSUBASA事務局（木村、山本、新倉、濱本、佐谷、渡邉） 5r_tsubasa@jica.go.jp

参考リンク： TSUBASA | 中南米・カリブ地域の開発課題解決を、日本のスタートアップと共に

mailto:5r_tsubasa@jica.go.jp
https://tsubasa-jica.com/


ガバナンス・平和構築部
「ソーシャルイノベーターハブ（SIH）」

佐野雄治

ガバナンス・平和構築部

計画・課題戦略推進課

「SIH」は、途上国人財と日本の地域リソースによる社会課題解決

策の共創を支援するプログラムです。具体的な取り組みとして、途上

国から招聘した起業家の卵たちと、日本のスタートアップ/大学研究

室による共創型インキュベーションプログラムを実施しています。

2024年度が初年度となり、途上国4か国の若者と、連携機関である

東北大学の学生を含めた約20名がプログラムに参加しました。

 「SIH」の準備段階では、東北大学と仙台市とJICAが覚書を結び、仙台の地でイノベータ育成を目指したプログ

ラムを行うことなりました。同地では、東日本大震災からの復興時に様々な斬新な活動が行われ、企業家育成が盛ん

であることが選ばれた理由になります。

今年度行われた研修では、課題発掘やビジネスプラン作成のノウハウに加え、東北大学発で設立された企業との

ディスカッション等が行われました。現在は、参加学生の活動フォローアップに加え、2025年2-3月に実施するイン

キュベーションプログラムの準備を進めています。

質問等：佐野職員（Sano.Yuji@jica.go.jp）

参考リンク：

Call for Application: Social Innovator Hub Incubation Program ｜ What We Do - JICA

https://youtu.be/h2B50uUjaCA

mailto:Sano.Yuji@jica.go.jp
https://www.jica.go.jp/english/activities/issues/private_sec/information/2024/sih2025_2nd.html
https://youtu.be/h2B50uUjaCA


志村 洋子

アフリカ部

計画・TICAD推進課

アフリカ部
「地元企業・社会課題解決支援」
（Home Grown Solutions Accelerator:HGS）

HGSアクセラレータープログラム（HGS）は、保健医療分野

のアフリカ国内のスタートアップを含む民間企業支援を実施しています。

コロナ蔓延時の混乱を契機に地元企業育成の必要性が強く認識され、開始

された取組です。

2020年の支援開始から、3年間で対象企業は28社に上り、30か国以上

で事業が行われました。2024年半ば時点で、HGS事業を通じて約1,300万

人の患者に奉仕し、約4,600人の新たな雇用を創出しました。

この取組はアフリカ連合開発庁（AUDA-NEPAD）への協力の枠組みに位置づけられ、JICAの支援は、企業に

対するビジネス上の助言、投資先の紹介、パートナー企業探しなどが含まれます。投資を行う企業や団体との

ネットワークも拡大しており、対象企業28社はすでに4,600万USドル（約70億円）の新規投資を獲得しています。

今後はHGSの枠組みで、医療分野のみならず対象分野を拡大しながら、国際機関を含めた様々な企業・団体と

の関係構築を進め、アフリカ現地の企業育成を通じて更なる社会課題の解決に貢献する予定です。

質問等：志村（Shimura.Yoko@jica.go.jp）

参考リンク: Home Grown Solutions (HGS) Accelerator for Pandemic Resilience in Africa | AUDA-NEPAD

mailto:Shimura.Yoko@jica.go.jp
https://www.nepad.org/microsite/home-grown-solutions-hgs-accelerator-pandemic-resilience-africa


経済開発部
「スタートアップエコシステム強化（NINJA）」

津田 孝太

経済開発部

民間セクター開発グループ

第二チーム

Project NINJA（Next Innovation with Japan）は、

JICAの開発途上国におけるビジネス・イノベーション創出に向けた

起業家支援活動として2020年1月に始動しました。JGA「民間セク

ター開発」のクラスター事業戦略「イノベーション創出に向けたス

タートアップ・エコシステム構築支援」の通称でもあります。

NINJAでは、現地のスタートアップを対象に、ビジネスコンテス

ト開催と入賞者への実証実験資金の提供、インキュベーション/ア

クセラレーションプログラムを通じたメンタリングの実施、スター

トアップ関連イベントにおけるセミナー等を通じた日本企業との連

携促進等を行っています。アフリカではすでに20か国以上、インド、

カンボジア、メキシコ等でも案件を実施しています。

質問等：津田職員（Tsuda.Kota@jica.go.jp）

参考リンク：Project NINJA

ナイジェリアのアグリテック系スタートアップのZowasel社

の「信用スコアリングモデル構築による小規模農家の金融ア

クセスの向上」を三菱商事とJICAが連携し支援。

【スタートアップの支援例】

アクセラレーションプログラムの一環として、南アフリカ

のスタートアップと日系企業（NEC XON）とのオープン

イノベーションを実施。

また、スタートアップが創出、育成、成長できる環境、すなわちスタートアップエコシステム構築・強化を念頭に、

各国のエコシステムの現状や課題を分析する調査をはじめ、スタートアップ関連政策や制度を構築する技術協力も

行っています。ナイジェリア、エチオピア、ウガンダ、メキシコ、パナマには個別専門家を派遣し、スタートアップ

支援を所掌する行政機関の能力強化を行っています。

  これらに加え、資金協力によるファンド設立や、スタートアップエコシステムへの資金還流の仕組みづくりを行う、

新しいタイプの民間資金動員型無償資金協力（LEAF）も検討されています。今後は対象国を増やし、スタートアッ

プエコシステム強化に資する包括的な協力を拡大する方針です。

mailto:Tsuda.Kota@jica.go.jp
https://www.jica.go.jp/activities/issues/private_sec/project_ninja/index.html


石田 美帆

民間連携事業部

計画・連携企画課

民間事業連携部
「中小企業・SDGsビジネス支援事業」
  (JICA Biz)
JICA Bizでは、途上国の開発課題解決に資する製品/サービス・技術

・ ノウハウを活用し、海外ビジネス構築を目指す本邦企業等の取組を

支援しています。支援内容は、現地のニーズ確認調査とビジネス実証

化事業です。支援企業にはスタートアップが含まれます。対象企業は、

応募手続きを経てJICAによって選定され、スタートアップの要件を満た

した企業は応募時の財務要件が緩和されます。2024年度は計57件を採

択しました。今までの実績については、JICAのホームページ中小企業

・SDGsビジネス支援事業（JICA Biz）について ｜ 事業について - 

JICAを参照下さい。

JICA Bizの対象分野（2010年度～2023年度、企業数約1,500社）

質問等：石田（Ishida.miho@jica.go.jp）、小林（Kobayashi.Keigo@jica.go.jp）

https://www.jica.go.jp/activities/schemes/priv_partner/activities/sme/index.html
https://www.jica.go.jp/activities/schemes/priv_partner/activities/sme/index.html
mailto:石田（Ishida.miho@jica.go.jp）
mailto:小林（Kobayashi.Keigo@jica.go.jp）


安村幸太
壽楽正浩
民間連携事業部

海外投融資第一課

海外投融資第二課

民間事業連携部
「海外投融資」

海外投融資事業として民間連携事業部は、スタートアップ企業に

対して出資を行っており、今までの事例では、ケニアの廃棄物バイオ

リサイクル事業（regen organics社（旧Sanergy社））やブラジルの

医療アクセス改善事業（dr. consulta社）などが対象になっています。

投資額は、数億円規模が多くなっています。スタートアップへの投

融資には、中南米・カリブ地域のスタートアップ企業や東南アジアの

新興企業を対象としたファンドへの投資なども含まれます。

質問等：安村（ostfd@jica.go.jp）（第一課：アジア地域所掌）

壽楽（ostfd2@jica.go.jp）（第二課：中東、欧州、アフリカ、中南米所掌）

参考リンク：海外投融資｜事業について - JICA

https://www.jica.go.jp/activities/schemes/finance_co/loan/index.html


青年海外協力隊事務局
「JICA海外協力隊起業支援（通称：BLUE）」

黒田 篤槻

青年海外協力隊事務局

社会還元促進課

BLUEは、途上国で任期を終えた協力隊員の起業を支援する取組で

あり、国内の地域振興や途上国の社会課題に貢献する起業家人材の育成

を図っています。

具体的な活動として、起業支援セミナーの開催、個別相談、起業伴走

プログラムの実施、企業や自治体とのマッチングなどが行われています

。インキュベーション施設「渋谷キューズ」には、スタートアップハブ

が設けられ、元協力隊員と支援担当者の交流拠点になっています。

2024年11月時点で、起業支援セミナーは計20回開催され、計1200名以上の元協力隊が参加しました。起業伴走

プログラムには、25名が参加し､3か月にわたり課題分析やビジネスプラン作成の研修を受け、中には起業に向けて

歩みだした方もいます。

すでに起業した事例では、世界初３Ｄプリンターによる義足開発（フィリピン、インドなど）、プリペイド式井

戸料金回収システムの普及（ウガンダ）、小規模農家から買い付けた大豆の高付加価値商品（味噌等）の生産販売

（ケニア）など、途上国における活動に加え、生活困窮家庭向け食材配達（東京都）、多世代・多文化交流拠点の

運営（大分県）、廃校小学校の利活用（静岡県）など、国内の事業も続々増えています。今後の予定として、BLUE

では、主にアフリカ地域を対象とした起業伴走プログラムや外部共創施設の活用を行っていきます。

質問等：黒田（Kuroda.Atsuki@jica.go.jp）

URL: BLUE - JICA海外協力隊起業支援プロジェクト

mailto:質問等：黒田（Kuroda.Atsuki@jica.go.jp）
https://blue.jica.go.jp/
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